
事前放流の運用をはじめます
昨年 10 月の台風 19 号では、高柴ダムで初めてとなる「異常洪水時防災操作」（緊急放流）への移

行を余儀なくされるなど、「数十年に 1 回」クラスの大雨が降りました。

高柴ダムでは、工事等の際に利水者の了解を得た上で貯水位を低下させていましたが、台風など

に備えて事前に貯水位を下げ、洪水調節に使える容量を増やしておく取り決めがありませんでした。

そこで、ダム管理者である福島県と利水者の福島県企業局及びいわき市水道局の三者で、大雨（総

雨量 200mm 超）が予想される場合には高柴ダム・四時ダムの貯水位をあらかじめ下げられるよう

に令和２年５月２６日、治水協定を結びました。

今後、大雨の予想される場合には、予想される雨の２日前から徐々に貯水位を下げ、大雨に備え

る「事前放流」を行うことになります。

「事前放流」を開始する前には警報車による広報（パトロール）でお知らせします。パトロール

やサイレンの吹鳴があった場合は、川の水位が上がりますので、川に近づかないようにご協

力ください。

○事前放流の運用内容

・運用開始日：令和２年６月１日

・対象降雨量：気象庁の予測降雨が、総雨量 200mm を超えると予想される場合

・洪水調節容量の増量

貯水位低下量 現在 運用後

高柴ダム 通常より－３ｍ(EL49.5m) ５４０万ｍ３→６６３万ｍ３（約 1.2 倍)

四時ダム 通常より－２ｍ(EL100.5m) ６４０万ｍ３→７０３万ｍ３（約 1.1 倍)

高柴ダム 事前放流イメージ 四時ダム 事前放流イメージ

「事前放流」：利水容量の一部を事前に放流し、ダムの貯水位を下げて、洪水調節のための容量とし

て活用するもの。

 

ﾒｰﾙ 

 
発 行 ： 福 島 県 鮫 川 水 系 ダ ム 管 理 事 務 所 
福 島 県 い わ き 市 東 田 町 1 丁 目 2 6 - 1 

0246-63-2155   0246-63-1666 
samegawa.damu@pre f . fuk ushima. lg. jp  

ダム情報テレホンサービス 0246-77-3077  

第 ６ ７ 号 令 和 ２ 年 ６ 月 ３ 日 発 行



新型コロナウイルス感染症対策について
当事務所では、新型コロナウイルス感染症蔓延対策として、以下の対応をとっています。ご迷惑

をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いいたします。

○ダム管理について

ダムの日常管理（放流量の調節、日常点検、放流量増加前の警報および巡視等）については、

手洗いの徹底などの感染症対策を十分に行ったうえで、ダムの機能に支障の出ないよう実施し

ています。なお、事務所（植田）では在宅勤務等により、業務に支障の出ない範囲で出勤者を

減らす取り組みも行っています。

○鮫川水系ダム管理事務所への来所について

鮫川水系ダム管理事務所にご用の際は、執務室まで入らず、２階階段正面の内線電話で係員

をお呼びください。

○ダムカードの配布について

年間２千枚程度配布している、高柴ダム・四時ダムの「ダムカード」は、３月２日より当面

の間、配布を休止しています。配布再開は決まり次第、各ダム・事務所の掲示版、事務所 Web
ページや広報紙「さめがわ」等でお知らせしますので、それまでお待ちください。

○ダム見学について

随時受付・実施しているダム見学についても、感染拡大防止と事業継続の観点から、当面の

間お休みしています。再開できるめどが立ちましたら、各ダム・事務所の掲示版、事務所 Web
ページや広報紙「さめがわ」等でお知らせします。なお、四時ダムへの入構は平常通り（夏期

：8:00 ～ 18:00(施錠完了)）していただけますが、「密閉・密集・密接」の状態を作らないよう

ご注意ください。

定期人事異動
若葉萌える季節になりました。今年も、４月の定期人事異動で４名の職員が当事務所を後にし、

新たに６名の職員を迎えましたのでご報告します。転入者共々、適切なダム管理に努めて参ります

ので、よろしくお願いいたします。

○転出者

業務課・大橋 一興 主査 →いわき建設事務所へ

・高橋 亜紀生 副主任電気技師

→主任電気技師としていわき建設事務所へ

・佐藤 雄太郎 技師 →本庁河川整備課へ

総務課・川本 和宏 主事 →農林水産部水産事務所へ

○転入者

業務課・木村 俊仁 主査 ←いわき建設事務所より

・山口 真司 主任電気技師 ←本庁営繕課より

・大川原 諒 技師 ←南会津建設事務所より

・齋藤 宏幸 会計年度任用技術職員 ←任用

・荒川 有希 会計年度任用事務職員 ←任用

総務課・佐藤 克哉 主事 ←本庁危機管理課より ４月の高柴ダム


